　　　　　　　　　　は　　じ　　め　　に
　近年、高齢者世帯や単身世帯、核家族世帯の増加など世帯構成が大きく変化し、また、ライフスタイルの多様化により食生活や余暇生活も変容していることから、消費の内容に対して各方面から関心が寄せられています。
また、平成２０年の秋からの急激な景気、雇用の悪化により、今後の家計消費の動向にも注目が集まっています。
家計調査は、家計収支や消費の実態を明らかにすることを目的に全国の約9,000世帯（学生の単身世帯等を除く）を調査対象としており、県内では、福井市と敦賀市の計130世帯が調査対象となっています。
本書は、総務省統計局が集計した平成２１年平均の家計調査の結果から、福井市の二人以上の世帯について関係部分をとりまとめたものです。

調査結果は、県民の消費生活に関する各種施策の企画立案の基礎資料となるものであり、各方面で御利用いただければ幸いです。

　調査の実施に際して長期間御協力いただきました世帯および関係者に対して心からお礼申し上げますとともに、今後とも一層の御協力をお願いいたします。
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